
　2024 年，日本のスポーツ界は記念すべき成果を挙げました。パリ五輪では日本選手団が史上最
多のメダルを獲得し，さまざまな競技での快挙が国民を沸かせました。また，大リーグでは大谷
翔平選手が「50 本塁打・50 盗塁」という史上初の偉業を成し遂げ，競技パフォーマンスの新たな
基準を打ち立てました。これらのニュースは，アスリートの身体能力と医学の進化がいかに密接
にかかわっているかを示しています。とりわけ，股関節にかかる負担とそのケアは，トップアス
リートだけでなく，一般のスポーツ愛好家にも重要なテーマです。
　股関節疾患，とりわけ寛骨臼形成不全は若年から中年期にかけての患者に多くみられる疾患で
あり，進行すると変形性股関節症に至る可能性があります。この疾患はスポーツ選手にも例外で
はなく，競技を続けるなかで早期の機能低下をきたすこともあります。こうした患者に対し，股
関節温存手術である「寛骨臼側股関節周囲骨切り術」は，関節を置換せずに機能改善を図る選択肢
として注目されています。この手術は，寛骨臼の大腿骨頭への被覆を改善し，関節の負担を軽減
することで，患者がスポーツや日常生活をより長く快適に送ることを可能にします。
　パリ五輪や大谷選手の成功を支えたのは，リハビリテーションを含む綿密な医学的管理です。
寛骨臼側の骨切り術も術後の適切なリハビリテーションが術後成績を左右します。股関節機能を
維持・改善するためには，周囲の筋力強化や可動域の回復だけでなく，患者一人ひとりの目標に
応じたスポーツ復帰プログラムの提供が重要です。例えば，アスリートにおいては競技レベルに
応じた段階的な復帰が求められ，スポーツ医学と連携した治療が欠かせません。
　寛骨臼側の骨切り術は若年患者の将来的な関節置換術のリスクを減少させる可能性がありま
す。スポーツ医学の観点からも，若年期における股関節機能の維持は，患者が競技者としてだけ
でなく，生涯にわたるスポーツやアクティビティを楽しむための基盤を作ります。大谷選手のよ
うなアスリートの長期的な競技生活を支える医療技術と同様に，寛骨臼側の骨切り術も患者の人
生を豊かにする術式といえるでしょう。
　2024 年のスポーツ界の輝かしい成果は，医学とスポーツが協働することにより人々の可能性を
広げられることを示しました。われわれ関節外科医が寛骨臼側の骨切り術を通じて提供できる未
来もまた，スポーツ医学の視点を取り入れることでより豊かになると信じています。
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